








































































































































































































































































































































11 sp／07－26063　H6 3㍑4θαθ，α3翻 STX2 十W
RPLA：Reversed　Passive　Latex　Agglutination　test，十w：weakly　positive
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Fig．　1　　PFGE　Pattern　of　STEC　O128：H2　and　O121：H191solates
培養したところ，コロニーは帯褐白色を示し，ONPG試
験では弱い陽性反応を示した（Table　2）．従って，分離
株は乳糖からの酸産生は弱く，白糖は遅分解であったこと
が確認された．対照株では白糖からの酸産生が陰性であっ
た．保存株2株のうち1株はONPG試験が陽性でTSI培
地の斜面部は酸性化し黄色を呈した．他の1株はONPG
試験が弱い陽性のため，TSI培地の斜面部は赤色を呈した．
血清型0121：H19の6株について，　PFGEによる分子疫
学分析を行い菌株の相同性を検討した結果，07年の分離株
は同一起源である可能性が示唆された（Fig．1）．
　なお，家族内事例発生から分離された0103：H2株と
063：H6株の菌株について，基本的生化学性状が大腸菌の
ものと一致していることが認められた．
　2000～2006年の7年間に自治体から国立感染症研究所に
報告のあった13，007株のSTECにおける0血清型別占有
率は0128，0121，0103，063はそれぞれ0．18％，0．89％，
0．89％，0．09％であった3＞．代表血清型及びOUT以外は
いずれも0血清型別占有率は1％以下であり，STEC検
査でまれに検出されるものと考えられる．しかし，これら
の中には重篤な症状を示すものもあり，今後，検査法の検
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討をはじめ，症例からの分離や媒介物のモニター等広範な
調査が必要と考えられる．
2．病原遺伝子ならびにSTX型
　5孟x遺伝子等のPCR結果ならびにRPLA及びイムノク
ロマト法によるSTX検査結果をTable　3に示した．0121：
H19株は8孟x2を保有し，　RPLAならびにイムノクロマト法
でもSTX2陽性であった．0103：H2は3㍑1を保有し，
RPLAならびにイムノクロマト法でもSTX1陽性であった．
一方，0128：H2株は瞭1及び諏2のvariantである瞭2
4側〃’を保有・し，STX型もSTX！及びSTX2陽性と判定さ
れた．しかし，STX2についてはイムノクロマト法では陽
性になったものの，RPLA法では陽性を示さなかった．
063：H6株は灘2のvariantである瞭4を保有し，　STX2
陽性であった．イムノクロマト法では反応は弱いものの陽
性であったが，RPLA法では陽性を示さなかった．θαθ遺
伝子は0128：H2株を除くすべての菌株に，α3胡遺伝子は
063：H6株のみにみられた．
　傭遺伝子は互いに血清学的に交差しない瞭1及び廊2が
知られるが，いずれもvariantが報告されている．特に
3孟x2は遺伝子配列の相同性が60％程度のvariantが多数確
認されている8・9）．3孟x240襯遺伝子が確認された0128：H2
株は，当所保存株の中にも5な240〃班遺伝子保有株が多く，
また，海外でも蹴240襯遺伝子保有株が知られている澗．
今回，鷹240卿’遺伝子はSchmidtθ’α∠のプライマーの
使用とイムノクロマト法により検出されたが，STX検査
において使用説明書に従って実施したRPLA法では検出
されなかった．また，各地で検出された063菌株は，（1）
063：H6，　STX2産生，3な孝（十），θαε（十），（2）063：
HNM，　STX2産生，瞭4（十），θαε（十），（3）STX2産
生性063とそれぞれ特徴のある菌株であった11幽12）．いずれ
の063菌株もSTX2を産生している．しかし，当所で検査
した菌株ではRPLA法によるSTX2検出が困難なものがあっ
た．これらのことから，適切なプライマー選択とイムノク
ロマト法併用がSTX検出にあたって：重要であると考えら
れる．
　0121：H19及び0103：H2は，ともに東北地方で1990年
代後半に確認されている’3－15＞．これらは，いずれも牛との
関連が示唆されている．今回の再検査で，北海道において
も過去に分離されていたことが明らかになった．0121：
H19は感染者に重篤な症状を惹起することが報告されてい
ることから，酪農人口の大きい北海道では，感染に至る経
路を究明し感染予防対策をとることが必要であると考えら
れる．
　現在，STECの検査は主に0157のみ，もしくは0157と
026を対象とする検査が行われているが，今後はまれに検
出される血清型をも念頭にいれて検査することが肝要であ
ろう．集団事例発生時には，大量の試料を迅速に検査する
ことが求められる．また，散発事例でも迅速な検査が求め
られることから，あらかじめ並variant株の存在を考慮
に入れた試験系を組み立てることが重要であると考えられ
る．
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